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公共工事の品質確保は、
まず土木技術者の資質確保から

　昨年末、公益社団法人である日本技術士会九州本部北九

州地区支部の公開シンポジウムに招かれ、基調講演とその

後のパネルディスカッションに参加する機会を得ました。シ

ンポジウムのテーマは、｢プロフェッションと技術者～社会に

求められる技術者～｣で、私にとっては、自らの根幹に関わ

るきわめて深淵でかつ難しいテーマでありました。経験豊

富な技術士会員の方々の前で、自らの認識不足を省みず生

意気な発言を繰り返したことは赤面の至りですが、あらた

めて考える機会をもてたことは幸いだったと思っています。

少なくとも、技術者たる者、高度な専門知識や技術能力を

もつだけでなく、公益性を損なうことのないように高い倫

理観と責任感を持たねばならないことは言うまでもありま

せん。

　さて、公共工事の品質確保の話題に移りたいと思います。

　私たちの日々の生活に不可欠なさまざまな社会インフラ

の整備、維持管理は、全て公共工事であり、その品質確保

が求められています。国土交通省が定める｢公共工事の品

質確保の促進に関する法律｣は、受注者である建設業者の

談合やダンピング入札、手抜き工事、下請け業者へのしわ

寄せなど、ネガティブな要因からの公共事業の品質低下を

懸念することから制定されたと理解しています。そして、

入札方式も一般競争入札が拡大されるとともに、競争参加

企業や配置予定技術者の技術力や、技術提案を求めるなど、

多様な入札制度が実施されています。受注者側の入札書類

作成や発注者側の審査業務に多大の労力と経費を必要とす

るなどの課題もあるようですが、この一連の入札制度改革

は、基本的には必要なことであったと評価しています。

　私は、公共工事の品質確保に対して最も必要なことは、

それに関わる技術者の技術能力や倫理観を含めた総合的な

資質確保にあることを強調したいと思います。前述の法律

の中の｢基本理念｣にも謳われるように、｢公共工事の品質

は、(中略)　発注者および受注者がそれぞれの役割を果たす

ことにより確保されなければならない。｣とあるように、公

共工事の品質確保に対しては、発注者、受注者双方が十分

な技術能力を保有して取り組むことが不可欠です。では、

技術者の技術能力を計る手段は何かと言えば、それは即ち、

担当する技術者の保有する公的な技術資格によらざるを得

ないと考えます。もちろん、特に技術資格を持たずとも、

深い専門知識や豊富な経験、実績をもって活躍する技術者

が、私たちの周りに多数いることは承知しています。しかし、

技術者の専門知識や技術能力をエビデンスをもって公平中

立に評価する手段としては、保有する技術者資格によるの

が最適です。

　公共工事に関わる発注者側の技術業務も、技術能力を担

保すべき技術資格を保有した者があたるべきです。もし、

発注者側に該当者が不在の場合は、それに代わる代理者を

立てる必要があると考えます。余談ですが、土木学会構造

工学委員会の中で、私が委員長を務める小委員会において、

現在、土木構造物全般の設計・施工・維持管理に亘る共通

事項を定めた土木構造物共通示方書の改訂作業中で、今春

には改訂版が刊行予定です。その中で、発注者、受注者お

よび設計照査または施工監理を担当する者との三者関係の

中で、それぞれに必ず権限と責任を担う責任技術者を配置

することを原則として謳っています。そして、その責任技術

者は公的機関等の認定する技術資格によりその能力を認め

られた者でなければならないことを明言しています。しか

し、わが国の、特に市町村などの実態は、このような理想

にほど遠い現状であることは周知のとおりです。国や都道

府県、それに準じる公的機関、さらには FIDICのようなコ

ンサルタント組織などによる発注者支援業務の強化充実が

喫緊の課題ではないかと思います。

　このように、発注者、受注者双方の技術者の技術的資質

の確保が重要ですが、技術的資質の確保とは、単に技術資

格を取得するに止まらず、資格取得後の日々の専門知識や

技術の向上に向けた継続的な自己研鑽がきわめて重要で

す。もちろん、技術知識だけでなく、技術者としての人格

向上も同様です。このことは、たとえば土木学会や日本技

術士会など、公的な技術資格認定機関の倫理規定や綱領に

も明確に謳われています。そのため、技術者の継続教育

(CPD)制度が資格認定団体で実施されています。現在、国

や多数の公共事業体では、入札の際の参加要件や技術審査

要件として活用しているため、建設関係のCPD登録の活用

実績は比較的高いようです。しかし、穿った見方をすれば、

単に講習会や講演会に見かけ上の参加や企業内研修、自己

学習などでCPD単位の取得が可能であり、真に技術資質の

向上に直結しているか、個人の自覚に委ねざるをえないと

いう面も否定できません。何よりも、技術者一人一人がプラ

イドと責任感を持って、実のある日々の自己研鑽に励んで

戴きたいと切望します。

　公共工事の品質確保は、先ずはそれに関わる技術者の資

質確保から実現するものであることを肝に銘じて、KABSE

の会員の皆様、それぞれの立場で業務に取り組んで戴くこ

とを期待しています。
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